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平成26年
第5回定例会

　
平
成
26
年
第
5
回
議
会
定
例
会
が
9
月
19
日
か
ら
26
日
ま
で
の
8
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
町
長
提
出
の
条
例
・
補
正
予
算
・
決
算
認
定
な
ど
の
議

案
18
件
と
議
員
提
出
の
議
案
1
件
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
5
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
66
億
1
，8
5
2
万

円
、
特
別
会
計
は
4
会
計
合
わ

せ
て
30
億
2
，8
1
6
万
円
で

総
合
計
96
億
4
，6
6
8
万
円

の
歳
出
決
算
と
な
り
前
年
度
を

9
億
8
，9
3
9
万
円（
11
％
）

上
回
り
ま
し
た
。

　

一
方
歳
入
で
は
、
一
般
会
計

70
億
5
2
1
万
円
、
特
別
会
計

合
計
33
億
2
，9
5
2
万
円
で

総
合
計
1
0
3
億
3
，4
7
3
万
円

と
な
り
前
年
度
を
9
億
8
，6
0
3

万
円（
11
％
）上
回
り
ま
し
た
。

平成25年度決算を認定

一般会計
歳　　出 66億1,852万円

決
算
の
概
要

歳入

歳出

歳入合計
70億521万円

歳出合計
66億1,852万円

町税
22億930万円

民生費
20億8,222万円

土木費
15億3,416万円

総務費
10億2,674万円

教育費
6億2,697万円

衛生費 3億9,757万円

公債費（借金）
5億5,723万円

地方交付税
12億2,073万円 国庫支出金

14億8,945万円

県支出金
3億1,492万円

諸収入
2億1,319万円

地方消費税
交付金
1億5,001万円

その他
6億4,473万円

町債（借金）
7億6,288万円

消防費 2億4,350万円
議会費 7,038万円
商工費 4,318万円 労働費 1,239万円

農林水産業費 2,418万円

一　般　会　計
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特別会計歳入歳出決算額の比較
会　計　名 区　分 平成25年度 平成24年度 比　較

国民健康保険特別会計

歳　入 23億8,119 23億4,256 3,863

歳　出 21億2,713 20億5,969 6,744

差　引 2億5,406 2億8,287 △2,881

後期高齢者医療特別会計

歳　入 1億5,638 1億5,135 503

歳　出 1億5,170 1億4,614 556

差　引 468 521 △53

下 水 道 事 業 特 別 会 計

歳　入 6億3,899 6億6,860 △2,961

歳　出 6億1,863 6億2,660 △797

差　引 2,036 4,200 △2,164

上 水 道 事 業 会 計

収　益 1億5,296 1億5,023 273

費　用 1億3,070 1億3,012 58

純利益 2,226 2,011 215

（単位：万円）

監
査
委
員
審
査
意
見
書

　

6
月
30
日
と
7
月
22
日
か
ら
8

月
7
日
ま
で
の
延
べ
6
日
間
に
わ

た
り
決
算
審
査
を
実
施
し
た
。
関

係
諸
帳
簿
な
ど
を
照
合
審
査
し
た

結
果
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準

拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

計
数
は
正
確
で
適
正
な
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
主
な
財
政
指
数
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

①
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経

常
収
支
比
率
は
、
86
・
7
％
（
前

年
度
84
・
6
％
）と
前
年
度
比

2
・
1
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
お

り
、
依
然
と
し
て
財
政
構
造
の

硬
直
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

②
公
債
費
負
担
比
率
は
11
・
7
％

（
前
年
度
12
・
0
％
）と
前
年
度

比
0
・
3
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ

て
い
る
。

③
財
政
力
指
数
は
0
・
6
1
5
％

（
前
年
度
0
・
6
2
2
％
）と
前

年
度
比
0
・
0
0
7
ポ
イ
ン
ト

低
く
な
っ
て
い
る
。

基金・町債の比較 （単位：万円）

区　　分 平成25年度末現残高 平成24年度末現残高 比　　較

基金（貯金） 39億5,316 36億4,631 3億   685

町債（借金） 61億8,779 59億   596 2億8,183

町の財政状況
区　　分 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度 平成21年度

経常収支比率 86.7 84.6 85.3 84.1 88.9

公債費負担比率 11.7 12.0 11.9 11.4 13.5

財政力指数
（３カ年平均） 0.615 0.622 0.646 0.668 0.680

＊経常収支比率 …… 収入に対する経常費（人件費、光熱費等）の比率で、75％を超えていると財政の硬直化が進んでいる。
＊公債費負担比率 … 一般財源に占める公債費（借金）の割合で、低いほど財政が安定している。
＊財政力指数 ……… 財政上の能力を示す指数をいい、「１」に近いほど財政力が強い。
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監
査
委
員
か
ら
の
意
見
事
項

①
各
会
計
の
実
質
収
支
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
の
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
下

水
道
事
業
と
も
に
黒
字
で
あ
る

が
、
純
計
決
算
で
は
、
特
別
会

計
の
国
民
健
康
保
険
を
除
き
実

質
収
支
で
赤
字
で
あ
る
。
従
前

よ
り
一
般
会
計
の
繰
出
金
に
よ

り
補
て
ん
さ
れ
て
い
る
も
の
の

そ
の
財
政
負
担
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
特
に
下
水

道
事
業
会
計
の
歳
出
面
に
お
い

て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
見

直
す
支
出
が
な
い
か
中
長
期
・

マ
ク
ロ
的
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

②
各
会
計
と
も
引
き
続
き
黒
字
会

計
と
な
っ
て
い
る
が
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支

比
率
が
5
年
間
で
84
・
1
％
〜

88
・
9
％
と
基
準
の
75
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
お
り
、
現
状
で

は
特
に
問
題
は
な
い
も
の
の
経

常
経
費
支
出
の
見
直
し
と
削
減

に
引
き
続
き
努
力
す
る
必
要
が

あ
る
。

③
上
水
道
事
業
会
計
の
純
利
益

の
推
移
を
み
る
と
連
年
同
様

の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
健
全

な
る
運
営
で
経
営
成
績
及
び
財

産
状
態
は
良
好
な
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
使
用
水
量

の
伸
び
が
見
込
め
な
い
中
、
給

水
管
等
の
施
設
は
供
用
開
始
後

40
年
経
過
し
老
朽
化
で
更
新
時

期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
た
め
、
施

設
改
修
費
用
の
増
加
が
必
須
と

な
る
。

　

ま
た
、
有
収
率
に
つ
い
て
は

徐
々
に
改
善
は
見
ら
れ
る
が
、

最
近
ま
た
低
下
傾
向
に
あ
る
の

で
効
果
的
な
漏
水
調
査
と
工
事

を
実
施
す
る
な
ど
、
今
後
も
引

き
続
き
有
収
率
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
適
切
な
事
業
運

営
計
画
の
下
に
経
営
安
定
を
努

め
ら
れ
た
い
。

財政健全化審査意見書

区　　　　分 平成25年度 平成24年度 平成23年度 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 − − − 15

連結実質赤字比率 − − − 20

実 質 公 債 費 比 率 10.7 10.4 11.4 25

将 来 負 担 比 率 − − 9.8 350

　8月7日に財政健全化審査を実施した。健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書
類は、いずれも適正に作成されているものと認められた。
　健全化判断比率については、法令の早期健全化基準と比較すると、いずれも該当しないか大きく下
回っている。

注：実質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率については、赤字額がないため「―」と表示している。

副
議
長
の
改
選

　

9
月
9
日
付
で
日
比
玲
子

議
員
が
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
副
議
長
を
辞
職
し
ま
し
た
。

　

9
月
19
日
に
副
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
新
し
く
戸
部
哲

哉
議
員
を
副
議
長
と
決
め
ま

し
た
。

　

副
議
長
の
改
選
に
伴
い
、

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長
が

戸
部
哲
哉
議
員
に
か
わ
り
ま

し
た
。

　
　

副
議
長

戸
部　

哲
哉
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条
例
関
係

　

こ
の
議
会
で
は
、
新
た
に
５

つ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

町
職
員
の
配
偶
者
同
行

休
業
に
関
す
る
条
例
制
定

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
も

の
で
す
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
町
が
実
施
す
る
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
す
。

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
も
の
で
す
。

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
制
定

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
の
導
入
に
伴
い
、
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。

防
災
公
園
設
置
の

　
　
　
　
条
例
制
定

　

災
害
時
の
避
難
所
と
す
る
と

と
も
に
町
民
の
交
流
の
場
と
し

て
、
新
規
に
整
備
し
た
防
災
公

園
の
設
置
に
伴
う
も
の
で
す
。

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
設
置
並

び
に
管
理
に
関
す
る
条
例
を

廃
止

　

町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
用

途
を
廃
止
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

議
会
基
本
条
例
の

　
　
　
　
一
部
改
正

　

議
会
報
告
会
を
少
な
く
と
も

年
１
回
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
後
は
必
要
に

応
じ
て
開
催
す
る
こ
と
と
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

人
事
関
係

教
育
委
員
会
委
員
の

　
　
　
　
任
命
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
た
に
木
野
村
と

も
み
氏（
柱
本
）を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は

4
年
で
す
。

そ

の

他

指
定
金
融
機
関
を

　
　
　
　

２
金
融
機
関

　

金
融
機
関
を
指
定
し
、
本
町

の
公
金
の
収
納
及
び
支
払
い
事

務
を
取
り
扱
わ
せ
る
も
の
で

す
。

（
株
）大
垣
共
立
銀
行
北
方
支
店

平
成
27
年
6
月
1
日
か
ら

平
成
28
年
9
月
30
日
ま
で

ぎ
ふ
農
業
協
同
組
合
北
方
支
店

平
成
28
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
32
年
9
月
30
日
ま
で

　

以
後
交
互
に
4
ヶ
年
間
の
交

替
と
し
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
金
融
機
関
は
、

新
庁
舎
内
に
A
T
M（
現
金
自

動
預
け
払
い
機
）の
設
置
を
積

極
的
に
参
加
計
画
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
で
町
民
が
役
場

等
へ
の
料
金
支
払
い
時
等
に
利

用
が
で
き
ま
す
。

防
災
公
園
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一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2億1,266万円を追加し、64億7,561万円としました。

主な歳出補正
　新庁舎建設工事請負費 ............................................................................... 1億7,000万円
　河川平和公園整備工事 ...................................................................................... 3,600万円
　水痘予防接種委託料 .............................................................................................  622万円
　北方中学校施設改修工事 ....................................................................................  531万円
　他
主な財源
　町債 .................................................................................................................... 1億7,000万円
　繰越金 ....................................................................................................................... 3,076万円
　国庫支出金 ................................................................................................................  571万円
　他

議　員　名
審　議　案　件 杉本 安藤

（哲）
安藤

（巖）鈴木 安藤
（浩）伊藤 立川

議長 戸部 井野 日比

教育委員会委員の任命同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

町職員の配偶者同行休業に関する条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

町営テニスコート設置並びに管理に関する条例を廃止する
条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ×

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ×

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条
例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ×

防災公園設置条例制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成26年度一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成26年度国民健康保険特別会計補正予算(第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算(第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成26年度下水道事業特別会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成26年度上水道事業会計補正予算（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成25年度一般会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ×

平成25年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ×

平成25年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成25年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

平成25年度上水道事業会計利益の処分及び決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

指定金融機関の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

議会基本条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○

第5回議会定例会　議案等の審議結果 （○…賛成　×…反対）
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国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,547万円を追加し、22億4,260万円としました。

主な歳出補正
　過年度支払基金精算金 ...................................................................................... 2,500万円
　職員手当等 ................................................................................................................... 47万円
主な財源
　一般会計繰入金 .......................................................................................................... 47万円
　療養給付費交付金繰越金 ................................................................................. 2,500万円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3万円を追加し、1億6,636万円としました。

主な歳出補正
　保健事業過年度負担金 ..............................................................................................  3万円
主な財源
　事務費繰入金 .................................................................................................................  3万円

下水道事業特別会計補正予算（第1号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2,000万円を追加し、7億1,854万円としました。

主な歳出補正
　管渠工事費 ............................................................................................................. 2,000万円
　（高屋西部土地区画整理事業地内）
主な財源
　公共下水道事業補助金 ...................................................................................... 1,000万円
　前年度繰越金 ............................................................................................................  100万円
　下水道事業債 ............................................................................................................  900万円

上水道事業会計補正予算（第1号）
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7,335万円を追加し、3億4,001万円としました。
　給水工事、移設工事のため1,004万円、区画整理区域内の配水管布設工事、消火栓設置工事
のため6,331万円追加するものです。
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きたがた議会だより

高
齢
者
や
障
害
者
の
方

の
移
動
手
段
を
ど
の
よ

う
に
確
保
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
地
域
社
会
の
課
題
で
あ
り

今
後
の
重
要
施
策
で
あ
る
。
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
は
、
利
用

者
が
事
前
に
乗
車
場
所
や
時
間

を
予
約
し
、
目
的
地
ま
で
複
数

の
乗
客
を
乗
り
合
わ
せ
て
不
定

期
に
運
行
す
る
も
の
で
す
。
デ

5人の議員が町政を問う
一般
質問

議員にとって「一般質問」は、公の場である議会で、
町長の考えや町政をただす大きな「武器」です。

マ
ン
ド
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
促
進

に
つ
い
て
議
論
し
、
調
査
等
の

協
議
を
進
め
る
考
え
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
町
内
均
一
バ
ス
料

金
区
間
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

林
総
務
課
長

　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
と
し

て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入

は
ひ
と
つ
の
方
策
で
あ
る
が
、

行
政
面
積
が
狭
い
本
町
で
は
バ

ス
交
通
の
充
実
の
方
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

バ
ス
路
線
を
中
心
と
し
た
利
用

し
や
す
い
公
共
交
通
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
り
、
町
内
均
一

バ
ス
料
金
等
も
含
め
て
公
共
交

通
協
議
会
等
で
幅
広
い
議
論
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 答

飼
い
犬
の
登
録
や
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
が
低

下
し
て
い
る
。
当
町
の
登
録
数

と
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
済
は

何
匹
か
。
未
登
録
や
未
接
種
の

飼
い
犬
の
把
握
と
対
策
を
聞
き

た
い
。
行
政
は
飼
い
主
の
マ

ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
る
が
、

良
く
な
る
気
配
を
感
じ
な
い
。

動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

町
条
例
の
制
定
の
考
え
は
な
い

の
か
。

交通弱者の
移動手段として
デマンドタクシー
（予約・乗合）の考えは

安藤浩孝 議員

問

奥
村
都
市
環
境
農
政
課
長

　

犬
の
登
録
数
1
，0
7
7
頭

に
対
し
、
予
防
接
種
頭
数
は

8
4
7
頭
で
8
割
程
に
な
り
ま

す
。
未
接
種
犬
へ
の
対
策
と
し

て
、
広
報
に
よ
る
周
知
や
督
促

ハ
ガ
キ
の
郵
送
を
行
っ
て
い
ま

す
。
未
登
録
犬
を
把
握
す
る
こ

と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
登

録
及
び
予
防
接
種
の
義
務
、
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
今
後

も
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま

す
。
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
で
す
が
、
他
市
町
を

参
考
に
実
効
性
が
期
待
で
き
る

規
定
が
あ
れ
ば
、「
北
方
町
を
清

潔
で
美
し
い
ま
ち
に
す
る
条

例
」の
改
正
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

問

答

デマンドタクシー（大野町）
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近
年
、
避
難
勧
告
の
遅

れ
に
よ
り
大
惨
事
に

至
っ
た
災
害
が
起
き
て
い
る
。

昨
年
と
今
年
の
糸
貫
川
出
水
に

つ
い
て
町
本
部
の
活
動
体
制
を

聞
き
た
い
。

後
藤
庁
舎
建
設
・

防
災
担
当
課
長

　

昨
年
度
の
大
雨
時
の
活
動
経

過
は
警
報
発
令
後
に
災
害
時
出

動
班
を
集
め
、
3
班
に
分
け
て

町
内
の
確
認
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
職
員
の
参
集
を

第
1
警
戒
体
制
、
第
2
警
戒
体

制
に
分
け
る
と
と
も
に
役
割
を

明
確
化
す
る
な
ど
大
幅
に
見
直

し
て
災
害
時
の
体
制
強
化
を
図

り
ま
し
た
。
職
員
に
は
、「
ぎ
ふ

川
と
道
の
ア
ラ
ー
ム
メ
ー
ル
」

の
登
録
等
、
災
害
時
の
活
動
体

制
へ
の
敏
速
な
移
行
が
で
き
る

環
境
を
整
え
、
今
年
度
は
7
回

出
動
し
て
い
ま
す
。
災
害
に
お

け
る
初
動
対
応
は
、
そ
の
後
の

各
種
対
策
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
こ
と

か
ら
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
災
害
対
応
が
漏
れ
な
く
遅

滞
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問答

子
ど
も
の
自
転
車
事
故
防
止
の

対
応
を

安藤哲雄 議員

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近

い
8
月
末
、
岐
阜
市
内

の
小
学
生
に
重
大
な
交
通
事
故

が
多
発
し
た
。
小
学
生
の
自
転

車
に
お
け
る
行
動
は
、
交
通

ル
ー
ル
や
危
険
な
交
差
点
の
認

識
が
未
熟
で
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
交
通
事
故
と
な
る
場
合
が

多
い
。
今
一
度
、
交
通
事
故
防

止
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
等
の
対

策
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

西
原
教
育
長

　

交
通
安
全
教
室
や
自
転
車
安

全
点
検
が
行
わ
れ
、
朝
の
会
・

帰
り
の
会
を
使
っ
て
日
常
的
に

交
通
安
全
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
運
転
手

へ
の
マ
ナ
ー
向
上
も
併
せ
て
啓

発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

中
村
雅
俊
コ
ン
サ
ー
ト

の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
が
行
わ
れ

た
。
販
売
方
法
に
問
題
が
あ
り

不
満
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
と
の

声
も
あ
る
。
今
後
の
人
気
コ
ン

サ
ー
ト
に
対
応
す
る
為
、
反
省

点
を
洗
い
出
し
て
対
策
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

有
里
教
育
課
長

　

今
後
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
つ

い
て
、
公
平
性
の
高
い
販
売
方

法
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

問

答問答

自
主
防
災
訓
練（
10
月
19
日
）

　
　
災
害
対
策
本
部

北方小学校  自転車交通安全教室
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きたがた議会だより

定住人口の促進を

がん教育の推進を

井野勝已 議員

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
人
口
の
自
然
減
少

は
避
け
ら
れ
な
い
。
本
町
も
い

か
に
人
口
の
流
失
を
止
め
る
の

か
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
定
住
促
進
と
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
施
策
と
し

て
、
定
住
奨
励
金
を
新
築
住
宅

だ
け
で
な
く
、
中
古
住
宅
の
購

入
に
も
拡
大
で
き
な
い
か
。

室
戸
町
長

　

本
条
例
制
定
に
は
同
様
な
制

度
を
推
進
し
て
い
る
他
市
町
の

例
を
参
考
に
し
た
部
分
が
あ
る

こ
と
と
、
新
築
に
は
新
築
軽
減

期
間
の
三
年
間
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
町
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
有
利
さ
が
あ
る
こ
と
等
の
議

論
を
経
て
同
制
度
は
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
本
町
は
賃
貸
住
宅
が

多
く
転
入
や
転
出
が
多
い
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
た
結

論
が「
人
間
都
市
」「
公
園
都
市
」

で
あ
り
、
発
信
力
に
よ
る
都
市

の
差
別
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
条
例
は

平
成
28
年
1
月
1
日
で
効
力
を

失
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
執
行
期
間
を
含
め
て
検
討

課
題
と
し
て
い
き
ま
す
。

問

答

芝
原
と
穂
積
駅
間
の
バ

ス
路
線
が
少
な
く
て
利

便
性
が
悪
い
。
定
住
人
口
の
増

加
を
図
る
た
め
に
も
、
穂
積
線

の
増
便
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

試
験
的
に
1
年
間
で
も
増
便
し

て
乗
降
調
査
を
行
い
、
交
渉
す

べ
き
と
考
え
る
。

林
総
務
課
長

　

現
在
、
公
共
交
通
協
議
会
の

中
に
小
部
会
を
設
置
し
、
穂
積

駅
へ
の
バ
ス
路
線
の
利
用
促
進

問

問

答

策
や
便
数
の
拡
充
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
バ
ス

事
業
者
と
、
増
便
し
た
場
合
の

費
用
負
担
や
料
金
設
定
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
考
え
で

す
。
芝
原
方
面
か
ら
高
屋
方
面

を
経
由
し
て
穂
積
駅
に
向
か
う

路
線
に
つ
い
て
も
研
究
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
で
は
納

税
額
の
半
分
ほ
ど
の
景

品
を
送
る
ふ
る
里
納
税
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
政
府
も
力
を
入

れ
る
方
針
で
あ
る
。
地
域
の
活

性
化
を
図
る
為
に
も
、
本
町
で

季
節
に
収
穫
で
き
る
青
果
物
等

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

林
総
務
課
長

　

お
礼
品
に
つ
い
て
は
、
地
域

振
興
策
の
一
環
と
し
て
適
正
な

範
囲
内
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
在
、
商
工
会
を

通
じ
て
募
集
し
て
お
り
、
農
業

関
係
者
等
と
も
連
携
し
て
地
元

特
産
品
に
つ
い
て
も
検
討
を
し

て
い
き
ま
す
。

答

杉本真由美 議員

国
民
病
と
言
わ
れ
る
が

ん
を
通
し
て
、
子
ど
も

達
が
健
康
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機

会
を
教
育
の
現
場
で
設
け
る
必

要
性
か
ら
、
文
部
科
学
省
は
国

の「
が
ん
教
育
」の
方
向
性
を
示

し
た
。

①
が
ん
教
育
に
つ
い
て
の
町
の

認
識
は
。

②
が
ん
検
診
率
の
低
迷
に
対
す

る
教
育
委
員
会
と
し
て
の
取

り
組
み
は
。

問

岐
阜
バ
ス
の
増
便
を
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③
が
ん
の
知
識
や
理
解
を
深
め

る
授
業
等
を
実
施
す
る
考
え

は
。

西
原
教
育
長

①
が
ん
に
関
す
る
教
育
に
つ
い

て
は
、
生
活
習
慣
が
将
来
が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

病
気
に
繋
が
る
こ
と
を
理
解

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

②
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
福
祉

健
康
課
と
連
携
を
図
り
、
保

護
者
や
家
族
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
健
康
に
関
心
が
も
て
る

よ
う
な
指
導
や
呼
び
か
け
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

③
保
健
体
育
科
で
健
康
の
保
持

促
進
と
病
気
の
予
防
、喫
煙
・

飲
酒
の
弊
害
や
性
教
育
等
に

つ
い
て
学
習
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
が
ん
を
題
材
と
し
た
授

業
を
取
り
上
げ
る
の
は
難
し

い
で
す
が
、
授
業
以
外
で
も

取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

答

元
気
な
高
齢
者
が
要
介

護
に
な
ら
な
い
た
め
の

生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参
加

推
進
や
保
険
料
の
軽
減
に
つ
な

が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
導
入
を
し
て
は
ど
う

か
。

加
藤
福
祉
健
康
課
長

　

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
は
自
身
の
介
護
予
防

や
地
域
活
動
に
寄
与
し
ま
す
。

先
進
地
の
実
施
状
況
を
見
な
が

ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
等
の
介
護

中
で
あ
る
こ
と
を
周
囲

に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
介

護
マ
ー
ク
の
配
布
が
九
月
か
ら

始
ま
っ
た
。
県
か
ら
配
布
さ
れ

た
介
護
マ
ー
ク
の
周
知
と
活
用

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

加
藤
福
祉
健
康
課
長

　

ポ
ス
タ
ー
を
庁
舎
や
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
等
に
掲
示
し
、
町

内
の
介
護
事
業
所
に
チ
ラ
シ
を

送
付
し
ま
し
た
。
広
報
誌
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
記
事

を
掲
載
予
定
で
す
。
窓
口
で
介

護
マ
ー
ク
の
趣
旨
及
び
使
用
方

法
等
を
説
明
し
、
手
渡
し
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問答

問答

学校給食について

日比玲子 議員

給
食
費
を
一
般
会
計
に

計
上
し
、
未
納
額
等
を

分
か
り
や
す
く
し
て
は
ど
う

か
。
現
在
未
納
と
な
っ
て
い
る

給
食
費
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
の

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
や
対
処
方

法
、
エ
ピ
ペ
ン
を
学
校
に
持
参

し
て
い
る
生
徒
は
い
る
の
か
。

約
6
，8
0
0
万
円
で
学
校
給

食
費
の
無
料
化
が
可
能
だ
が
、

考
え
を
聞
き
た
い
。

有
里
教
育
課
長

　

学
校
給
食
費
は
地
方
公
共
団

体
の
収
入
と
し
て
取
り
扱
う
必

要
が
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
公
会
計
化
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
研
究

し
て
い
き
ま
す
。
未
納
額
に
つ

い
て
は
各
学
校
で
管
理
し
て
お

り
、
平
成
24
年
度
と
25
年
度
の

合
計
で
77
万
円
あ
り
、
保
護
者

に
督
促
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

よ
り
役
場
も
連
携
し
、
直
接
納

付
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
児

童
生
徒
は
85
人
で
、
エ
ピ
ペ
ン

に
よ
る
対
応
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
は
5
人
い
ま
す
。
学
校

給
食
法
で
は
、
保
護
者
の
負
担

と
す
る
旨
の
規
定
が
あ
る
の

で
、
無
料
化
に
つ
い
て
実
施
の

予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問

答

介護マーク周知のチラシ



12

きたがた議会だより

　

日
に
日
に
秋
が
深
ま
り
、
朝
夕

の
風
が
肌
に
冷
た
く
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
定
例
会
が
、
９
月
19

日
か
ら
26
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平

成
25
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

特
別
会
計
の
決
算
認
定
の
議
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。
慎
重
な
審
議
に

よ
り
決
算
の
認
定
が
さ
れ
、
限
ら

れ
た
財
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
健

全
な
財
政
運
営
を
望
み
ま
す
。

　

10
月
7
日
、
気
象
衛
星「
ひ
ま
わ

り
8
号
」を
搭
載
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
の

打
ち
上
げ
に
成
功
し
、
来
年
の
夏

ご
ろ
観
測
が
始
め
ら
れ
ま
す
。
大

雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
の
急
発
達

を
早
く
捉
え
ら
れ
、
直
近
の
集
中

豪
雨
の
予
測
・
対
処
が
で
き
る
と

の
こ
と
。
防
災
の
一
助
に
繋
が
っ

て
い
く
よ
う
願
い
、
議
会
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
親
し
み
、
愛
着
を
も
っ
て
頂

け
る
議
会
情
報
の
発
信
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員杉

本
真
由
美

編
集
後
記

法
律
の
改
正
に
よ
り
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
入
所
が
で
き
な
く
な
る
要

介
護
1
・
2
の
方
へ
の
対
応
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
要
支
援
1
・
2
の
方
は
今

後
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
町
で

受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
。

低
所
得
者
の
方
が
介
護
保
険

施
設
を
利
用
す
る
の
が
ま
す

ま
す
困
難
に
な
る
が
、
そ
の
対

応
を
聞
き
た
い
。

加
藤
福
祉
健
康
課
長

　

来
年
4
月
以
降
は
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
新
規
入
居
者

は
要
介
護
度
3
以
上
の
方
が
対

象
に
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
入

所
し
て
い
る
要
介
護
度
1
・
2

の
方
は
そ
の
ま
ま
入
所
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
サ
ー
ビ
ス
は
今
ま
で
通
り

利
用
で
き
、
そ
の
人
そ
の
人
に

合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
要
支
援
の
方

に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
補
足
給
付
に
つ

い
て
は
、
所
得
そ
の
も
の
が
低

く
て
も
多
く
預
貯
金
を
持
っ
て

い
た
り
、
世
帯
分
離
し
た
配
偶

者
に
課
税
所
得
が
あ
る
場
合
は

打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

本
町
の
新
耐
震
基
準
以

前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

の
戸
数
と
そ
の
住
宅
の
耐
震
改

修
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

以
前
配
布
し
た
非
常
持
ち
出
し

袋
の
点
検
や
補
充
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
内
容
の
解

説
や
意
識
を
高
め
る
た
め
防
災

講
演
会
を
開
い
て
は
ど
う
か
。

自
力
避
難
が
困
難
な
方
の
把
握

や
避
難
計
画
、
援
助
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

後
藤
庁
舎
建
設
・

防
災
担
当
課
長

　

新
耐
震
基
準
以
前
の
住
宅
戸

数
は
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

よ
る
と
平
成
20
年
の
調
査
で

は
、
1
，5
0
0
戸
で
、
平
成

15
年
の
調
査
か
ら
1
割
程
減
っ

て
い
ま
す
。
耐
震
診
断
実
施
件

数
を
増
や
す
た
め
、
都
市
環
境

農
政
課
で
は
様
々
な
媒
体
に
よ

る
周
知
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
非
常
持
出
袋
は
平
成
24
年

度
か
ら
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。

用
意
す
べ
き
も
の
は
各
世
帯
に

よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
自
主
防

災
訓
練
に
お
い
て
家
庭
で
非
常

持
出
袋
や
備
蓄
品
を
用
意
す
る

こ
と
を
啓
発
し
続
け
て
い
き
ま

す
。
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
普
及
に
つ
い

て
は
、
町
民
対
話
集

会
や
自
主
防
災
訓
練

づ
く
り
支
援
事
業
、

そ
の
他
学
習
会
等
の

機
会
で
意
識
を
高
め

る
取
り
組
み
を
行
い

広
報
に
も
記
事
を
掲

載
し
、
地
域
防
災
力

向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
は
予
定

し
て
い
ま
せ
ん
。
自

力
避
難
が
困
難
な
方

の
情
報
は
福
祉
健
康

課
が
通
常
業
務
を

通
じ
て
把
握
に
努

め
て
い
ま
す
。
災
害

時
の
対
応
は
防
災

関
係
機
関
と
の
連

携
、
地
域
の
方
の
協

力
な
し
に
は
実
現

で
き
ま
せ
ん
。「
自

助
」「
共
助
」「
公
助
」

そ
れ
ぞ
れ
が
機
能

す
る
こ
と
で
防
災

力
が
向
上
す
る
事

業
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問答

問答

自主防災訓練づくり支援事業  第5エリア


